
 

事 務 連 絡 

令和３年３月３１日 

 

賃貸住宅関係団体 御中 

 

 

国土交通省住宅局住宅総合整備課 

 

 

賃貸住宅における家具の転倒防止措置の促進について（周知依頼） 

 

 

 国土交通行政の推進について、平素より格段のご配慮を賜り厚く御礼申し上

げます。 

 今般、内閣府より、別添のとおり、賃貸住宅の入居者において、家具の転倒防

止措置の重要性が認識され、転倒防止措置の普及が進むよう、関係各所に周知す

るよう依頼がありました。 

 ついては、防災・減災対策が進むよう、貴団体におかれては、所属会員企業等

の皆様に対して、別添の内容を周知・啓発いただきますようお願いいたします。 

 



 

事 務 連 絡 

令和３年３月３１日 

 

各都道府県・指定都市住宅担当課 御中 

 

 

国土交通省住宅局住宅総合整備課 

 

 

賃貸住宅における家具の転倒防止措置の促進について（周知依頼） 

 

 

 国土交通行政の推進について、平素より格段のご配慮を賜り厚く御礼申し上

げます。 

 今般、内閣府より、別添のとおり、賃貸住宅の入居者において、家具の転倒防

止措置の重要性が認識され、転倒防止措置の普及が進むよう、関係各所に周知す

るよう依頼がありました。 

 つきましては、家具の転倒防止措置の重要性と壁等を傷つけない家具の転倒

防止措置を紹介する資料等について、関係団体とも連携するなどして、当該内容

を広く周知・啓発いただくとともに、一部の地方公共団体において実施されてい

る金具等を用いた家具の転倒防止措置に係る原状回復義務の免除という取組に

ついて、今後の取組の参考としていただきますよう、よろしくお願いいたします。 

なお、貴管内市区町村（指定都市を除く。）、地方住宅供給公社を設立している

地方公共団体におかれては当該地方住宅供給公社に対して、この旨周知いただ

くようお願いいたします。 



      

 

事 務 連 絡 

令和３年３月 31日 

 

国土交通省住宅局住宅総合整備課 御中 

 

内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（普及啓発・連携担当） 

 

賃貸住宅における家具の転倒防止措置の促進について（周知依頼） 

 

 

 平成７年に発生した阪神・淡路大震災では、建物の中でけがをした人の約半数（46%）

は家具の転倒、落下が原因だったという調査結果があり、地震対策には自宅で「自分

の命を自分で守る」ため、家具の転倒防止が有効であることが注目されました。 

本年に入ってから、最大震度６強の福島県沖を震源とする地震や、最大震度５強の

宮城県沖の地震なども続いて発生し、さらに南海トラフ地震や首都直下型地震など、

いつ起きるか分からない巨大地震へ日頃から備えておくことは非常に重要です。 

家具の転倒防止措置には、家具を金具等で壁に固定する方法等がありますが、特に

賃貸住宅に住まわれる方々において、壁に穴を空け金具等で固定する方法をとること

により、退去時に原状回復義務が生じ得ること等を懸念される場合があります。そこ

で、別紙１のとおり、家具の転倒防止措置の重要性及び壁等に穴を空けなくてもいい

家具の転倒防止措置を紹介する資料をとりまとめました。 

また、別紙２のとおり、一部の地方公共団体では、公営住宅等において、事前に地

方公共団体の許可を得た上で実施する金具等を用いた家具の転倒防止措置に係る原

状回復義務を免除するという取組が実施されています。家具の転倒防止措置に係る支

援策の一つとして、ご参考までに紹介いたします。 

つきましては、賃貸住宅に住まわれる方々において、家具の転倒防止措置の重要性

が認識され、当該防止措置の普及をはじめとした防災・減災対策が進むよう、上記に

ついて、貴省より関係各所へ周知してくださるよう、御協力をお願いいたします。 

 

参考：内閣府防災担当が作成した防災パンフレット「みんなで減災」、「減災のてびき」 

 ・みんなで減災: http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/gensai/gensai.html 

 ・減災のてびき： http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/gensai/tebiki.html 

 

 

【連絡先】 内閣府政策統括官（防災担当）付 参事官（普及啓発・連携担当）付 

            和田、長谷川 TEL：03-3502-6983（直通） 

 

別添

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/gensai/gensai.html
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/gensai/tebiki.html
nakano-t2d3
四角形



■ 「大地震では家具は必ず倒れるもの」と考える
地震に備えて今すぐ家具の固定をしましょう。家具の転倒防止方法には様々な方法が

ありますが、L型金具のように壁に穴を空けて固定する方法以外の方法もありますので、
ご紹介いたします。複数の対策を講じることでその効果を高めることこともお勧めします。

壁などに穴を空けないで行える、
効果的な家具の転倒防止措置について

家具の転倒防止措置の重要性と具体事例について

［タンスの固定］ ［食器棚の固定］

［本棚の固定］

ポール式器具はタンスの奥の方（壁側）で、
天井や家具の堅い所に取り付け、床もストッ
パー式器具などで固定します。段ボール箱や
新聞紙を畳んで床に挟むことでそれぞれ代用
しても一定の効果を得ることができます。

観音扉が開かないようにとめ金をつけたり、
ガラス飛散防止フィルムや滑り止めシートを貼る
などして、ガラスや食器が飛び出て凶器に
ならないよう工夫をしましょう。

テレビとテレビ台の間に設置するタイプの
もので振動を吸収する力により、転倒を防止
します。

■ 家具の転倒防止措置が命を守る！

平成7年に発生した阪神・淡路大震災では、建物の中でけがをした人の約半数（46%）は
家具の転倒、落下が原因だったという調査結果があります。

地震対策において、自宅で「自分の命は自分が守る」ため、また、火災の防止や避難の妨
げにならないようにするためにも、家具の転倒防止措置をとることは非常に重要なことです。

別紙１

［テレビの固定］

タンスと同じように、壁の中の硬い所が
あるところにポール式器具を取りつけます。
また、壁に穴をあけないタイプの粘着式の固定
器具もあります。

粘着マット

■転倒防止措置以外に気を付けること

転倒防止措置のほか、扉の前など避難の妨げとなる場所や寝室には家具を置かない、寝床に
倒れない配置を工夫する、重いものは家具の下部に収納するなどの工夫をすることも重要です。

粘着式固定器具
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＜東京都港区の事例＞ 別紙２
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